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8２ 日生研たより

犬のｌ直＝膜腫

第10回獣医病理学研修会標本Nal48

麻布獣医科大学家畜病理学教室出題
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■、

中型日本犬８１３才（東京都内にて飼育）味p核と好酸性の原形質を有する類円形の泡沫様細胞よ
・臨床的事項：1969年４月よりテンカン様発作を起すようり成り，頭骨と密に結合する。脳圧痕部では，睡癌の外
になり，プリミドンを投与した所興奮し，悲Iﾘ0をあげて方は頭頂骨に付藩する部分と全く同様で出血を伴い，
物にぶつかるなど暴れまわり，ウインタミン筋注により脳実質側では細胞は紡緬形に近くなり．厨板状配

ようやく銀j聯したが，視力障害が２日程統いた。 列をなすが，渦巻状配列傾向は乏しい。硝子化傾向は

その後．アトラキシン投与により鎮静鎮痛効果が強いが，脳実質に接する部分では殆んどみられない。
みられたが，発作回数が徐々に墹加し，ウインタミその他，睡砺の付藩する大脳皮質内には，血管の傍に大

ﾝ………い蕊作書起した｡…,石鯛,;&;;竃lii1i鷺:蔑雛亨体に…化蝋・半身にチック様痙翠が現われ，全身運筆も頻発した。

桑剤投与の遥凧作,I緩慢で云弓兎力ご癒勿liUな櫻饗譜鯵配皐饗畦鑿l郷回獣医痢理研
き生活状態となり，９月に入り安静時でも家人をも修会の討篭をへて類上皮型DB喚睡と診断された｡

〈写爽説明＞
識別しえなくなり安楽死。

左：好酸性微細願粒状の原形質を有する膨化した腫刊51ｍ
肉眼的所見：脳血管怒脹，左頭頂骨内面に厨平，灰白色胞と高度の硝子化を示す。
腫癌存在，脳表面に圧痕､浮腫，出血。脳割面には，圧右：大脳半球表面出血部で，出血と睡癌細胞の核濃縮が
痕部より実質内に侵入せんと≦ｵｰる灰白色魎痩組織を賜みられる。
める・左側脳室は狭小化，右側脳室軽度拡張。右下：大脳皮質に接する部分では、瞳忠細胞は紡錘形を
痛理組織学的所見：頭頂付に付着する趣癌魂は，浪縮気示すことが多く，リンパ球の築渡をみとめる。－
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